
















































































パリのハイプラウな鵬 、 ′l10atre de l'Atelier,■Ёatr  d  l'伽v e,





























ディアの初期の小説 (′F洲師lan des cttrs,195籐つ について、「詩人たちだ
け力ヽ さながら神のように、一瞥しただけで人間の歴史全体を見てとる。彼ら
の目には歴史全体が常に今ここに在る現在として映っている。(.…)一過
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性の特異なものを普遍的なものにまぜあわせながら.… 」 (《Seuls les
poCtes, 江 1'lllnge II10ttЮde Dieu, pcuvcnt embrasser l'Ilistoire dans un







































あみである」 (《Sa mёre qui cherche a le[u「bainl FOCuporer en lui
vantant un bollllctl「striC anent FoFIml。(.…)ぬis ce serait la tttber

































































人」、「ユーラリJ、 「カロリー ヌ」、「オノリー ヌ」、「エヴリー ヌ」、
「ドロテー」、そして「名lIを出すまでもなく〈母親)とだけ指示された女性
役」を作品世界の中に配し喜劇的効果を生むセリフを語らせている。彼女たち
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《Le Rire de RenO do Obaldia dans Gonousie  一suppl●口ent》~て
同 第26巻2号′1994年12月)
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